






「要約」

新生児マス・スクリーニングで発見されてくる患児を長期間にわたり追跡調査をすること

は、患児の健全育成を目的としているスクリーニングの主旨からも極めて重要である。昭

和 52 年から開始されている新生児マス・スクリーニングで発見された先天代謝異常症に

ついては、これまで引き続き追跡調査が実施されており、データは母子愛育会総合母子保

健センターに保存管理されてきた。副腎過形成症に関しても同様の方法で全国レベルでの

追跡調査が望まれており、平成 4年度からその試みが実施されつつあり、平成 6年度から

総合母子保健センターに事務局を置いた全国レベルでの追跡調査が行われることになった。

その際の患児に関するプライバシー保護の検討も求められており、この問題を解決するた

めには追跡調査体制のあり方を検討する必要があると考えられた。


